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【１ 成果の内容】 

（１）１－ナフタレン酢酸ナトリウム（商品名：ヒオモン水溶剤）を収穫開始予定の２１～４日前に

１０００倍で１回あるいは２０００倍で２回散布することで、高い落果防止効果が認められます

（図１）。 

（２）１－ナフタレン酢酸ナトリウムの２０００倍１回散布は落果防止効果が認められますが、ジク

ロルクロップ液剤（商品名：ストッポール液剤）よりも効果が劣る場合があります（図２）。 

（３）農薬使用基準は以下のとおりです。              （平成 24 年 2月現在） 

 

 

 
※使用する場合は最新の登録情報を確認して下さい。 

 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【２ 留意事項】 

（１）１－ナフタレン酢酸ナトリウムは１０ａあたり成木で４００リットル以上単用で樹全体へむらが

ないように散布します。 

（２）ジクロルクロップ液剤と比較すると着色促進効果は同等かやや小さく、硬度への影響は年によっ

て異なり判然としません。 
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リンゴに対する落果防止剤（１－ナフタレン酢酸ナトリウム）
の使用方法 

作物名 使用目的 希釈倍数 使用液量 使用時期
本剤の
使用回数

使用方法

りんご
収穫前
落果防止

1000～2000
倍

300～
600L/10a

収穫開始予定日
の21～4日前

２回以内
立木全面
散布

図１　「つがる」における収穫開始予定１週間後の
累積落果率（H23）

1.9 0.9 1.0 0.6 1.7 0.4
3.0

41.3

0

10

20

30

40

50

4日前
2000倍

7日前
1000倍

7日前
2000倍

14日前
1000倍

14日前
2000倍

7日前
1000倍

14日前
1000倍

無処理区

（
％

）

1－ナフタレン酢酸ナトリウム
ジクロルクロップ

液剤

図２　「つがる」における収穫開始予定
1週間後の累積落果率（H21）

41.7

11.5

93.1

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

１-ﾅﾌﾀﾚﾝ酢酸ﾅﾄﾘ

ｳﾑ　14日前　2000

倍

ｼﾞｸﾛﾙｸﾛｯﾌﾟ液剤

14日前　1500倍

無処理区

（
％

）


